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六
月
二
十

五
日
、
第
六
回
虫
お

く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が

北
斗
グ

ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
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ッ

ク
マ
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の
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山
竹
通
選
手
を
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え
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約
八
百
人
が
健
脚
を

競
い
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
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市
議
会
議
長
に
 

和
島

就
蔵
氏
 

石
岡
裕
前
議
長
が
県
議
に
転
出
し

た
の
に
伴
い
、
六
月
定
例
会
に
お
い

て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に

和
島
就
蔵
氏
（
六
十
一
歳
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

第
十
七
代
議
長
に
選
ば
れ
た
和
島

氏
は
、
 「議
会
の
円
満
な
運
営
を
は

か
り
、
市
政
の
進
展
と
地
方
自
治
の

発
展
の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
 

青
森
県
建
設
技
術
協
会
で
は
、
建

設
事
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
 

毎
年
優
秀
な
建
設
工
事
を
選
考
し
、
 

こ
れ
を
実
施
し
た
機
関
お
よ
び
施
工

業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
六
年
度
の
青
建
賞
に
は
、
県

内
四
十
八
地
区

（
県
、市
、
町
）
の

発
注
し
た
公
共
工
事
の
中
か
ら
、
住

宅
お
よ
び
建
築
部
門
で
飯
詰
小
学
校

が
選
ば
れ
、
六
月
十
二
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

新
築
工
事
は
平
成
七
年
三
月
十
四

日
完
成
。
工
事
費
＋
億
八
千
五
百
万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

て
、
延
床
面
積
約
三
千
九
百
六
十
平

方
冒
。
 

飯
詰
小
学
校

（児
童
数
百
四
十
四

名
）
は
、
玄
関
部
分
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
 
 

ト
式
柱
頭
、
屋
根
部
分
の
三
角
ペ
デ

ィ
メ
ン
ト

（R
c
レ
リ
ー
フ
）
、
軒

先
部
分
の
歯
形
飾
り
を
持
徴
と
し
た

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
と
り
入
れ
、
児
 

童
に
夢
を
与
え
、
す
く
す
く
育
つ
よ

う
願
い
を
こ
め
て
、
外
壁
に
キ
ュ

ー
 

ピ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
レ
リ

ー
フ

を
、
二
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
け
や

き
の
大
木
を
モ
チ
ー
フ
し
た
柱
を
配

置
し
、
内
部
に
は
ひ
ば
材
を
ふ
ん
だ

ん
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ぬ
く
も

り
の
あ
る
学
校
を
創
り
だ
し
て
い
ま

す
。
 

こ
の
設
計
、
施
工
が
高
く
評
価
さ

れ
、
市
で
は
 
「津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
、
ノ

タ
ー
管
理
棟
」
 
（曲
水
の
館
）
に
続

き
、
二
年
連
続
の
青
建
賞
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
 

出
水
期
に
備
え
 

県
水
防
演
習
実
施
 

六
月
九
日
、
五
所
川
原
大
橋
下
岩

木
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
県
や
七
市

町
村
の
関
係
者
五
百
三
十
人
が
参
加

し
て
県
水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
演
習
は
、
水
防
関
係
者
の
志

気
高
揚
と
水
防
技
術
の
向
上
及
び
水

防
体
制
の
強
化
を
図
る
と
共
に
、
県

民
一
般
の
水
防
に
対
す
る
協
力
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

演
習
で
は
、
北
五
地
区
の
消
防
団

で
組
織
す
る
四
小
隊
百
五
十
二
人
が

台
風
に
よ
る
増
水
を
想
定
し
て
木
流

し
、
シ
ー
ト
張
り
、
月
の
輪
、
土
の

う
積
み
と
い
う
工
法
訓
練
を
行
い
、
 

万
一
に
備
え
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
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芦
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日
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や
桜
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太
宰
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陽
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家
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澱
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面
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険
に
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シ
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天
内
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仙

消
防
服
似
合
う
青
葉
や
佳
村
の
忌
 

寺
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よ
し
ひ
ろ

農
継
ぐ
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人
な
き
畦
を
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拾
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市
議
会
議
長
に

和
島
就
藤
氏

石
岡
硲
前
議
長
が
県
議
に
転
出
し

た
の
に
伴
い
、
六
月
定
例
会
に
お
い

て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に

和
島
就
雄
氏

(
六
十
一
歳
)
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

第
卜
ヒ
代
議
長
に
選
ば
れ
た
和
島

氏
は
、
「
議
会
の
円
満
な
運
営
を
は

か
り
、
市
政
の
進
展
と
地
方
自
治
の

発
展
の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
で
い
ま
し

た。

飯
詰
小
学
校
が

平
成
六
年
度
青
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を
受
賞
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森
県
建
設
技
術
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会
で
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、
建

設
事
業
の
発
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す
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た
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、

毎
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設
工
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工
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、
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建
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小
学
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日
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学
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五
所
川
原
市
民
の
皆
様
 
温
か
い
 

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

一
月
十
七
日
の
震
災
発
生
以
来
、
五
所
川
原
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か

い
励
ま
し
と
多
く
の
ど
支
援
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

六
カ
月
が
経
ち
、
神
戸
市
内
で
は
復
興
に
向
け
て
の
つ
ち
音
が
響
き
、
 

人
々
の
生
活
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
つ
い
た
状
態
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

長
く
険
し
い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
を
今
ま
で
以
上
に
魅

力
あ
る
街
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
続
き
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
七
年
七
月
 

神
一”市
長
 
笹
 山
 
幸
 
俊
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柵
派
遣
職

員
か
ら

の
報
告

冊
 

  

壁
画
で
事
故
防

止
 

安
全
協
会
五
所

川
原
支

部
 

私
は
阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
に

応
援
職
員
と
し
て
二
度
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
 一
度
目
は三
月
の
初
め
、
「
一

木
市
で
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
に

従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
時
感
じ
た
こ

と
は
、
救
援
物
資
を
送
る
側
の
心
遣

い
と
し
て
、箱
の
表
に
中
身
の
品
名
、
 

数
量
、
下
着
で
あ
れ
ば
サ
イ
ズ
な
ど

を
大
き
く
明
記
す
る
と
と
も
に
、物

資
を
個
人
単
位
で
送
る
よ
り
も
仲
間

や
町
内
単
位
で
集
め
、
仕
分
け
し
て

送
っ
た
ほ
う
が
数
も
ま
と
ま
り
、
そ

の
ま
ま
避
難
所
（届
け
ら
れ
る
の
で

早
く
被
災
者
の
手元
に
物
資
が
届
く

こ
と
に
な
る
とい
う
こ
と
で
す
。
み

な
さ
ん
も
救
援
物
資
を
送
る
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

二
度
目
は
五
月
十
五
日
か
ら
前
任

者
の
小
田
桐
さ
ん
か
ら
活
動
内
容
を

引
継
ぎ
、
鳥
帽
子
中
学
校避
難
所
本

部
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
街
の
復

興
の
早
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
一
方
で
、
生
活
者
の
自
立
は
ま
 
 

だ
ま
だ
と
言
「
た
印
象
で
し
た
。
私

が
派
遣
さ
れ
て
い
た
当
時
も
第
四
次

仮
設
住
宅
の
抽
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
で
も
ま
だ
四
万
人
近
い
方
々
が
 

避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
戸
市
側

は
七
月
中
に
も
避
難
所
を
全
て
撤
去

す
る
方
針
を
固
め
た
た
め
、
被
災
者

の
不
安
は
募
る
一
方
の
よ
う
で
した
。
 

学
校
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
被

災
者
も
、
子
供
達
が
早
く
学
校
で
学

べ
る
よ
う
に
仮
設
住
宅
（
移
り
自
立

し
た
い
の
で
す
が
、
 「仮
設
住
宅
が
 
 

当
た
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
1円

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
、
 

避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
ぐ
ら
い

の
数
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
ま
で

住
み
慣
れ
た
場
所
か
ら
遠
く
離
れ
た

所
に
あ
る
た
め
に
、
交
通
費
、
通
勤

時
間
、
子
供
の
学
区
等
の
問
題
が
あ

り
、
被
災
者
は
近
く
の
仮
設
住
宅
の

抽
選
に
当
た
る
ま
で
は
こ
こ
に
い
る

し
か
な
い
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
残

す
抽
選
も
あ
と
一
回
だ
け
で
す
。
避

難
所
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
の
一
日
も
早
い
自
立
を
願
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
今
回
の
震
災
を
遠
い
街

の
出
来
事
と
思
わず
に
、
自
主
的
に

防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
今
よ
り

も
防
災
（
の
関
心
を
も
ち
た
い
も
の

で
す
。
 

鎌
谷
町
の
東
北
電
力
社
有
地
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
、
高
さ
一
・
二
」旧
、長

さ
二
十
H
に
わ
た
っ
て
「
か
あ
さ
ん

が
／
出
が
け
に
言
っ
て
た
／
気
を
つ

け
て
ノ
」
と
い
う
標
語
と
絵
が
描
か

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
壁
画
は
、
交
通
安
全
協
会
五

所
川
原
支
部
が
、全
国
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
「
交
通

安
全
啓
発
壁
画
」
で
、
道
行
く
市
民

に
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
と
共
に
、
 

運
転
者
の
安
全
意
識
向
上
に
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
消
防

署
 

消
防
主
事
 

斉
藤
 
豪
さ
ん
 

川川
派
遣
職
員
か
ら
の
報
告
m

五
所
川
原
消
防
署

消
防
主
事

斉

藤

私
は
阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
に

応
援
職
員
と
し
て
二
度
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。一

度
目
は
三
月
の
初
め
、

三

木
市
で
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
に

従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
時
感
じ
た
こ

と
は
、
救
援
物
資
を
送
る
側
の
心
遣

い
と
し
て
、箱
の
表
に
中
身
の
品
名
、

数
量
、
下
着
で
あ
れ
ば
サ
イ
ズ
な
ど

を
大
き
く
明
記
す
る
と
と
も
に
、
物

資
を
個
人
単
位
で
送
る
よ
り
も
仲
間

や
町
内
単
位
で
集
め
、
仕
分
け
し
て

送
っ
た
ほ
う
が
数
も
ま
と
ま
り
、
そ

の
ま
ま
避
難
所
へ
届
け
ら
れ
る
の
で

早
く
被
災
者
の
手
元
に
物
資
が
届
く

こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
み

な
さ
ん
も
救
援
物
資
を
送
る
際
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
度
目
は
五
月
十
五
日
か
ら
前
任

者
の
小
田
桐
さ
ん
か
ら
活
動
内
容
を

引
継
ぎ
、
烏
帽
子
中
学
校
避
難
所
本

部
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
街
の
復

興
の
早
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る

一
方
で
、
生
活
者
の
自
立
は
ま

豪
さ
ん

だ
ま
だ
と
言
っ
た
印
象
で
し
た
。
私

が
派
遣
さ
れ
て
い
た
当
時
も
第
四
次

仮
設
住
宅
の
抽
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
四
万
人
近
い
方
々
が

避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
戸
市
側

は
七
月
中
に
も
避
難
所
を
全
て
撤
去

す
る
方
針
を
固
め
た
た
め
、
被
災
者

の
不
安
は
募
る

一
方
の
よ
う
で
し
た
。

学
校
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
被

災
者
も
、
子
供
達
が
早
く
学
校
で
学

べ
る
よ
う
に
仮
設
住
宅
へ
移
り
自
立

し
た
い
の
で
す
が
、
「
仮
設
住
宅
が

当
た
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
ぐ
ら
い

の
数
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
ま
で

住
み
慣
れ
た
場
所
か
ら
遠
く
離
れ
た

所
に
あ
る
た
め
に
、
交
通
費
、
通
勤

時
間
、
子
供
の
学
区
等
の
問
題
が
あ

り
、
被
災
者
は
近
く
の
仮
設
住
宅
の

抽
選
に
当
た
る
ま
で
は
こ
こ
に
い
る

し
か
な
い
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
残

す
抽
選
も
あ
と

一
回
だ
け
で
す
。
避

難
所
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
の

一
日
も
早
い
自
立
を
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
震
災
を
遠
い
街

の
出
来
事
と
思
わ
ず
に
、
自
主
的
に

防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
今
よ
り

も
防
災
へ
の
関
心
を
も
ち
た
い
も
の

で
す
。

壁
画
で
事
故
防
止

安
全
協
会
五
所
川
原
支
部

鎌
谷
町
の
東
北
電
力
社
有
地
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
、
高
さ

一
・
二
川
、
長

さ
二
十
日
川
に
わ
た

っ
て
「
か
あ
さ
ん

が
/
出
が
け
に
言
っ
て
た
/
気
を
つ

け
て
/
」
と
い
う
標
語
と
絵
が
描
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
壁
画
は
、
交
通
安
全
協
会
五

所
川
原
支
部
が
、
全
国
交
通
安
全
運

動
の

一
環
と
し
て
作
成
し
た
「
交
通

安
全
啓
発
壁
画
」
で
、
道
行
く
市
民

に
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
と
共
に
、

運
転
者
の
安
全
意
識
向
上
に

一
役
買

っ
て
い
ま
す
。
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献
田
し
た
者
に
は
耕
地
面
積
に
応
じ

て
希
望
す
る
新
規
稼
業
許
可
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

津
軽
藩
で
は
稼
業
の
新
規
開
業
は

弘
前

・
青
森

・
鯵
ケ
沢
の
み
で
許
可

さ
れ
て
お
り
、
当
地
方
の
よ
う
な
在

方
で
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
以

来
、
厳
格
な
規
制
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
自
由
に
商
売
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
ま
で
農
地
を
蓄
積
す
る
こ
と

で
し
か
富
を
増
や
す
こ
と
し
か
許
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
在
方
地
主
に
と
っ
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明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
勃
発

し
た
戊
辰
戦
争
は
、
津
軽
藩
全
体
に

多
大
な
影
響
を
後
世
に
残
し
た
が
、
 

五
所
川
原
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
 

確
か
に
戦
争
の
騒
動
は
少
な
か
ら
ず

当
時
の
民
衆
を
驚
惨
さ
せ
た
ろ
う
。
 

し
か
し
、
戦
場
は
主
に
秋
田
県
北
・

野
辺
地

・
八
幡
平
・
箱
館
な
ど
で
展

開
し
た
の
で
あ
り
、
当
地
方
が
主
戦

場
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
っ
た
。
 

そ
れ
で
は
当
地
方
に
お
け
る
明
治

維
新
の
影
響
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
 

そ
れ
を
考
え
る
時
に
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
が
明
治
三
年
（
一
八
七
一
）
十

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
 
「帰
田
法
」
 
で

あ
る
。
 

「帰
田
法
」
と
は
領
内
の
豪
農

・

地
主
の
所
持
す
る
田
地
の
内
、
十
町

歩
（
田
畑
の
場
合
は
十
五
町
歩
ま
で
）
 

を
残
し
、
あ
と
は
一
反
歩
当
た
り
三

両
と
い
う
廉
価
で
藩
が
強
制
的
に
買

い
上
げ
、
あ
る
い
は
献
納
さ
せ
、
そ

の
土
地
を
士
卒
族
に
分
賦
し
て
、
帰

農
を
促
そ
う
と
い
う
経
済
政
策
で
あ

る
。
な
ぜ
当
時
の
津
軽
藩
が
そ
の
よ
 
 

う
な
政
策
を
実
施
し
た
か
は
、
 一
言

で
言
え
ば
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
戦
費

負
担
の
増
大
に
よ
り
、
藩
士
を
扶
養

す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃

は
大
幅
な
藩
政
改
革
が
断
行
さ
れ
て

藩
士
の
人
員
整
理
も
進
ん
で
い
た
。
 

よ
っ
て
藩
士
ら
を
農
村
に
帰
農
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
「
力
食
」
 

の
途
を
与
え
、
身
軽
な
組
織
づ
く
り

を
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
 「帰
田
法
」
実
施
の
布
告

は
明
治
三
年
十
月
十
日
、
木
造
村
に
 

つ
ぐ
●
』
 

お
い
て
藩
知
事
承
昭
と
藩
首
脳
が
近

在
の
豪
農
ら
を
集
め
て
突
然
行
わ
れ

た
。
布
告
の
仕
方
は
実
2
高
圧
的
な

も
の
で
、
内
容
を
理
解
す
る
間
も
な

く
、
豪
農
た
ち
は
花
然
と
す
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

「帰
田
法
」
の
詳
細
な
内
容
を
小

文
で
解
説
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る

が
、
当
初
藩
側
が
算
出
し
た
必
要
耕

地
は
三
五
二
六
町
歩
余
と
い
う
膨
大

な
も
の
で
、
多
少
な
り
と
も
無
理
を

せ
ね
ぱ
と
て
も
集
積
で
き
る
面
積
で

は
な
か
っ
た
。
布
告
以
後
、
 「帰
田

法
」
の
実
質
的
な
策
定
・
実
施
は
民
 

【
 

事
局
租
税
署
が
担
当
し
て
い
っ
た
が
、
 

そ
の
際
、
租
税
署
が
耕
地
集
積
の
手

段
と
し
て
採
用
し
た
の
が
田
地
の
献

納
で
あ
る
。
 

当
初
、
藩
側
は
二
八
一
名
の
地
主

を
耕
地
買
収
の
対
象
と
し
た
が
、
そ

の
内
四
六
名
が
献
田
を
し
て
い
る
。
 

当
地
方
で
は
羽
野
木
沢
の
阿
部
賢
吉
 

の
三
〇
町
歩

・
野
里
の
石
岡
菊
次
郎

の
二
五
町
歩
・
石
岡
の
寺
田
佐
吉
の

二
〇
町
歩

・
湊
の
平
山
才
吉
の
一
五

町
歩
等
々
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ

ら
献
田
地
主
の
供
出
し
た
耕
地
は
合

計
六
三
二
町
歩
余
で
、
 「帰
田
法
」
 

全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
二
二
％
に

も
及
ぶ
。
 

で
は
な
ぜ
彼
ら
は
か
く
も
積
極
的

に
献
田
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

そ
の
理
由
は
利
害
関
係
と
実
に
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
献
田

は
無
償
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
 

明
治
三
年
閏
十
月
の
規
則
改
訂
で
、
 
 

る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
阿

部
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
方
献
田
地

主
が
望
ん
だ
新
規
稼
業
と
は
酒
造
・

醸
造
業
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
り
、
 

阿
部
家
も
献
田
に
よ
り
百
石
酒
造
の

権
利
を
獲
得
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
 

在
方
地
主
と
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
集
積

し
て
き
た
耕
地
に
依
拠
し
て
地
主
経

営
を
行
う
よ
り
も
、
酒

・
醤
油
・
味

喰
と
い
っ
た
生
産
の
方
が
い
か
に
効

率
が
良
い
か
熟
知
し
、
権
利
獲
得
を

渇
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
 「帰
田
法
」
 
の
結
末
は
結

局
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
で

津
軽
藩
が
消
滅
し
た
こ
と
、
藩
が
分

与
し
た
耕
地
が
少
な
く
て
、
当
初
の

目
的
で
あ
る
帰
農
・
力
食
に
は
到
底

お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
等
々
の

理
由
に
よ
り
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
。
 

ま
た
、
せ
っ
か
く
獲
得
し
た
営
業
権

利
も
商
売
の
自
由
令
が
出
さ
れ
た
こ

と
で
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。
し
か

し
 
「帰
田
法
」
の
真
の
意
義
は
明
治

六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
地
租
改
正
と

そ
の
後
の
地
主
ら
の
動
向
と
い
う
大

き
な
観
点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
五
所
川

原
市
史
編
纂
の
果
た
す
役
割
は
全
国

的
に
み
て
も
重
要
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
今
後
と
も
皆
様
の
御
教
示

を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
 

五
所

川
原
地

方
と

明
治

維
新
 

ー
帰
田
法
と
地
主
た
ち

ー
 

近
世
部
会
 
坂
 
本
 
寿
 

夫
 

て
こ
の
補
償
は
相
当
に
魅
力
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
市
史
事
務
局

に
は
多
く
の
文
書
が
集
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
充
実
し
て
い
る

の
が
羽
野
木
沢
の
阿
部
家
文
書
で
あ

る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
阿
部
家
は
最

初
の
献
田
申
し
込
み
を
藩
側
に
よ
っ

て
不
許
可
と
さ
れ
て
い
る
。
藩
当
局

と
す
れ
ば
単
に
耕
地
を
集
積
す
れ
ば

い
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
領
内
の

経
済
統
制
の
観
点
か
ら
計
画
的
に
献

田
受
け
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
阿
部
家
で
は
再
度
献
田
を

申
請
し
、
新
規
稼
業
開
業
許
可
を
得
 

,
 
 
r
 

⑮
 

五
所
川
原
地
方
と
明
治
維
新

明
治
厄
年

(
一
八
六
八
)
に
勃
発

し
た
戊
辰
戦
争
は
、
津
軽
滞
全
体
に

多
大
な
彬
響
を
後
世
に
残
し
た
が
、

五
所
川
原
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、

確
か
に
戦
争
の
騒
動
は
少
な
か
ら
ず

当
時
の
民
衆
を
矯
惇
さ
せ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
戦
場
は
主
に
秋
旧
県
北
・

肝
辺
地
・
八
幡
市
「
・
箱
館
な
ど
で
展

開
し
た
の
で
あ
り
、
当
地
万
が

E
戦

場
と
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
幸

い
で

あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
当
地
方
に
お
け
る
明
治

維
新
の
彬
響
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
。

そ
れ
を
考
え
る
時
に
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
が
明
治
三
年

(一

八
七

二

十

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
帰
国
法
」
で

あ
る
。「

帰
国
法
」
と
は
領
内
の
豪
州
成
・

地
主
の
所
持
す
る
団
地
の
内
、
十
町

歩
(
田
畑
の
場
合
は
十
五
町
歩
ま
で
)

を
残
し
、
あ
と
は
一
反
歩
当
た
り
三

両
と
い
う
廉
価
で
藩
が
強
制
的
に
買

い
上
げ
、
あ
る
い
は
献
納
さ
せ
、
そ

の
土
地
を
上
卒
族
に
分
賦
し
て
、
帰

農
を
促
そ
う
と
い
う
経
済
政
策
で
あ

る
。
な
ぜ
当
時
の
津
軽
藩
が
そ
の
よ

近
世
部
会

ー
帰
国
法
と
地
主
た
ち
|

坂

本

寿

夫

う
な
政
策
を
実
施
し
た
か
は
、

一一言

で
百
え
ば
、
戊
反
戦
争
に
よ
る
戦
背

負
机
の
増
大
に
よ
り
、
滞
士
を
扶
養

す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な

っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃

は
大
幅
な
藩
政
改
革
が
断
行
さ
れ
て

藩
上
の
人
員
整
理
も
進
ん
で
い
た
。

よ
っ
て
藩
七
ら
を
農
村
に
帰
農
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
「
力
食
」

の
途
を
与
え
、
'
身
峰
な
組
織
づ
く
り

を
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

さ
で
、

「帰
国
法
」
実
施
の
布
告

は
明
治
三
年
卜
月
卜
日
、

木
造
村
に

お
い
て
藩
知
事
承
昭
と
藩
首
脳
が
近

在
の
長
農
ら
を
集
め
で
突
然
行
わ
れ

た
。
布
告
の
仕
方
は
実
に
高
圧
的
な

も
の
で
、
内
容
を
理
解
す
る
間
も
な

く
、
長
出
版
た
ち
は
だ
然
と
す
る
ば
か

り
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「帰
国
法
」

の
詳
細
な
内
容
を
小

文
で
解
説
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る

が
、
当
初
藩
側
が
算
出
し
た
必
要
耕

地
は
三
五
二
六
町
歩
余
と
い
う
膨
大

な
も
の
で
、
多
少
な
り
と
も
無
埋
を

せ
ね
ば
と
て
も
集
積
で
き
る
面
積
で

は
な
か
っ
た
。

布
告
以
後
、

「帰
国

法
」
の
実
質
的
な
策
定

・
実
施
は
民

」下
局
租
税
著
が
担
当
し
て
い

っ
た
が
、

そ
の
際
、
担
税
署
が
耕
地
集
約
の
手

段
と
し
て
探
用
し
た
の
が
団
地
の
献

納
で
あ
る
。

当
初
、
藩
側
は
二
八

一
名
の
地
主

を
耕
地
買
収
の
対
象
と
し
た
が
、
そ

の
内
四
六
名
が
献
旧
を
し
て
い
る
。

当
地
万
で
は
羽
野
木
沢
の
阿
部
賢
吉

献
回
し
た
省
に
は
耕
地
面
的
に
応
じ

て
希
望
す
る
新
規
稼
業
許
可
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

津
軽
濯
で
は
稼
業
の
新
規
開
業
は

弘
前

・
邑
川
森

・
鯵
ヶ
沢
の
み
で
許
可

さ
れ
て
お
り
、
当
地
方
の
よ
う
な
花

方
で
は
克
政
四
年

二

七
九
二
)
以

来
、
厳
格
な
規
制
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
自
由
に
商
売
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
農
地
を
蓄
積
す
る
こ
と

で
し
か
富
を
増
や
す
こ
と
し
か
許
さ

れ
て
い
な
か

っ
た
花
万
地
主
に
と
っ

刊
ノ
イ庁
M
ド

'

B
九
7
i
ら

街

、

争

中

gb

J

4

七
J

if
L
f
J
'
R
f主
主

k
rいら刷
局

λ

局
ソ
ヴ
盃
1
U
μ
的
E
め
ヴ
ゐ

n
d
1ト
y

の
二一

O
町
歩

・
野
旦
の
石
附
菊
次
郎

の
二
五
町
歩

・
石
岡
の
寺
田
佐
吉
の

二
O
町
歩

・
湊
の
平
山
」
イ
吉
の

一
丘

町
歩
等
々
が
注
門
出
さ
れ
よ
う
。
こ
れ

ら
献
団
地
主
の
供
出
し
た
耕
地
は
合

計
六
三
二
町
歩
余
で
、

「
帰
国
法
」

全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
二
二
%
に

も
及
ぶ
。

で
は
な
ぜ
彼
ら
は
か
く
も
積
極
的

に
献
田
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
埋
由
は
利
害
閣
係
と
実
に
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
献
田

は
無
償
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

明
治
三
年
同
卜
月
の
規
則
改
訂
で
、

で
こ
の
補
償
は
相
当
に
魅
力
的
な
も

の
で
あ

っ
た
。
制
在
、
市
史
事
務
局

に
は
多
く
の
文
官
庁
が
集
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
充
実
し
て
い
る

の
が
羽
野
木
沢
の
阿
部
家
文
主
で
あ

る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
阿
部
家
は
最

初
の
献
回
申
し
込
み
を
藩
側
に
よ

っ

て
不
許
可
と
さ
れ
て

い
る
。
藩
当
局

と
す
れ
ば
単
に
耕
地
を
集
結
す
れ
ば

い
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
領
内
の

経
済
統
制
の
観
点
か
ら
計
画
的
に
献

田
受
け
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
阿
部
家
で
は
再
度
献
田
を

申
請
し
、
新
規
稼
業
開
業
許
可
を
得

る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
阿

4

部
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
方
献
団
地

主
が
望
ん
だ
新
規
版
業
と
は
酒
造

・

醸
造
業
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
り
、

阿
部
家
も
献
回
に
よ
り
百
石
油
造
の

権
利
を
獲
得
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

在
方
地
主
と
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
集
約

し
て
き
た
耕
地
に
依
拠
し
て
地
主
経

営
を
行
う
よ
り
も
、
一泊

・
符
油

・
味

噌
と
い
っ
た
生
産
の
万
が
い
か
に
効

率
が
良
い
か
熟
知
し
、
権
利
接
待
を

渇
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

平成7年 7月1日

さ
て
、

「帰
田
法
」

の
結
末
は
結

局
、
明
治
同
年
ヒ
月
の
廃
藩
置
県
で

津
軽
瀧
が
消
滅
し
た
こ
と
、
藩
が
分

与
し
た
耕
地
が
少
な
く
て
、
当
初
の

目
的
で
あ
る
帰
島

・
力
食
に
は
到
庇

お
ぼ
つ
か
な
か

っ
た
こ
と
、
等
々
の

埋
由
に
よ
り
ぷ
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
。

ま
た
、
せ

っ
か
く
獲
得
し
た
蛍
業
権

利
も
商
売
の
自
由
令
が
出
さ
れ
た
こ

と
で
な
昧
を
失
っ
て
し
ま
う
。
し
か

し
「
帰
国
法
」
の
真
の
怠
義
は
明
治

六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
地
租
改
正
と

そ
の
後
の
地
主
ら
の
動
向
と
い
う
大

き
な
観
点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
五
所
川

原
市
史
編
纂
の
果
た
す
役
剖
は
全
国

的
に
み
て
も
重
要
で
あ
る
と
惟
信
し

て
い
る
。
今
後
と
も
皆
様
の
御
教
心

を
賜
れ
ば
幸
陪
で
あ
る
。
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コ
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ナ
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防
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に
関
す
る
パ
ネ
ル
等
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
 

※全国の刑法犯少年状況（警視庁の統計】過去 2年間） 
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オート
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日
 

転
  
車
盗
 

占 有
離脱物 

その他の
刑法犯 

初発型
非 行 

5年 
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(%) 

28,090 

(21.1) 

23,298 

(17.5) 

15,375 

(12.3) 
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※県内の万弓は少年学職別状況（過去 2年間） 

年別 総 数 小学生 中学生 高校生 
有職 
少年 

無職 
少年 

その他 

5年 
99 

(%) 

78 

(7.8) 

弱0 

(56.1) 

328 

(32.8) 

8 

(0.8) 
12
2) 

13
3) 

6年 
1,052 

(%) 

97 

(9.2) 

532 

(50.6) 

374 

(35.5) 

7 

(0.7) 

22 

(2.1) 
20
9) 

前年
対比 

+ 53 + 19 一28 + 47 +1 + 10 +7 

「社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
す
べ
て
の
国
民
が
、
 

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
 

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
 

全
国
的
な
 

少
年
の
 

犯
罪
状

況
 

昨
年
中
に
刑
法
犯
と
し
て
検
挙
さ

れ
た
少
年
は
十
三
万
一
千
人
で
、
依

然
と
し
て
初
発
型
非
行
が
七
十
パ

ー
 

セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

両
親
が
揃
っ
て
い
て
、
経
済
的
に

も
不
自
由
の
な
い
家
庭
の
少
年
が
多

く
、
近
年
は
 
「い
じ
め
」
 
に起
因
す

る
事
件
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
 

県
内
少
年
 

非
行
の
状
況
 

本
県
に
お
け
る
刑
法
犯
の
中
で
は

万
引
き
が
も
っ
と
も
多
く
五
四
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
学
職
別
で
み
る
と
学

生
、
生
徒
が
全
体
の
九
五

・
三
パ

ー
 

セ
ン
ト
で
、
う
ち
、
中
学
生
が
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
 

立
ち
直

り
は
 

周
囲
の
愛
情
と
 

理
解
か
ら
 

「
五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、
次
の

日
程
で
 
「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
集
会
」
 
と
 
「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」
 

を
行
い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
心
遣
い
や
気
配
り
が
、
 

「非
行
に
走
っ
た
少
年
ゃ
、
罪
を
犯

し
た
人
達
の
立
ち
直
る
た
め
の
力
に

な
れ
ば
」
 
と
思
いま
す
。
 

マ
日
時
 
七
月
七
日
（
金）
午
後
二
時

マ
場
所
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

5 平成7年7月1日 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動

は
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

※全国の刑法犯少年状況 (警視庁の統計:過去2年間)

fド自IJ総 数 hiJlき
オート 向転車 市街 その他の 初発型

パイ盗 iけmて-離脱物 刑法dE非行

5年
133，132 28，ωo 23，298 16，375 27，159 38，210 95，056 

(%) (21.1) (17.5) (12.3) (20.4) (28.7) (71.4) 

6年
131， 268 30，849 21，134 15，489 27，435 36，361 94，906 

(%) (23.5) (161) 01.8) (20.9) (27.7) (72.3) 

前年
ーし864+2，795 -2，164 -886 +276 一1，849 150 

対比

全
国
的
な

少
年
の

犯
罪
状
況

昨
年
中
に
刑
法
犯
と
し
て
検
挙
さ

れ
た
少
年
は
十
一二
万

一
千
人
で
、
依

然
と
し
て
初
発
型
非
行
が
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

両
親
が
揃

っ
て
い
て
、
経
済
的
に

も
不
自
由
の
な
い
家
庭
の
少
年
が
多

く
、
近
年
は
「
い
じ
め
」
に
起
因
す

る
事
件
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

※県内の刑法犯少年状況 (過去2年間)

iド月IJ総 数 万引き
オート 自転車 I~ 釘 その他の 初発型

バイ盗 盗 離脱物 刑法犯 非行

5年
1，960 999 180 135 131 515 1，445 

(%) (50.9) (91) (6.8) (6.6) (26.4) (73.7) 

6年
1，920 1，052 119 132 171 446 1，474 

(%) (54 .8) (6.2) (6.9) (8.9) (23 2) (76.8) 

前年
-40 十53 -61 -3 +40 -69 +29 

対比

昨
年
の県

内
少
年

非
行
の
状
況

本
県
に
お
け
る
刑
法
犯
の
中
で
は

万
引
き
が
も

っ
と
も
多
く
丘
四

・
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
学
職
別
で
み
る
と
学

生
、
生
徒
が
全
体
の
九
五

・
一ニ
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
う
ち
、

中
学
生
が
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

※県内の万引き少年学職別状況 (過去2年間)

年目IJ総 数 小学生 中学宅 高校生
有職 無職

その他
少年 少年

5年
999 78 560 328 8 12 13 

(%) (7.8) (56.1) (32.8) (0.8) (1.2) (1.3) 

6 ff. 
1，052 97 日2 374 22 20 

(%) (9.2) (50.6) (35 5) (0 7) (2.1) (1.9) 

前年
+53 + 19 -28 +47 十i +10 十7

対比

立
ち
直
り
は

周
囲
の
愛
情
と

理
解
か
ら

「
五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、
次
の

日
程
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
集
会
」
と
「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」

を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
の
心
遣
い
や
気
配
り
が
、

「
非
行
に
じ
は

っ
た
少
年
や
、
罪
を
犯

し
た
人
達
の
立
ち
直
る
た
め
の
力
に

な
れ
ば
」
と
忠
い
ま
す
。

V
日
時

ヒ
月
七
日
(金
)
午
後
二
時

V
場
所

市
庁
舎
川
お
祭
り
広
場

o 

交通安全は家庭から l 

用心深さも 年の功一一一

.-， - ....司ー-・~----'- ~ """祖恒 ，，.，，..雪山、~

よ!rL 件] 7工房庁)11 jjj.(fl i合;1-'、j

~ ::'k 3 ， 5 7 0 134 
(十 11 2 ) (-3 3) 

タ七 -r，. 6 1 4 
(+ 9) (+ 1 ) 

ft~ 'fi' 4 ， 3 8 2 1 6 4 
+ 4 5) (-3 0) 

，、
E ‘司 、 r._I.~ ，・・・

無理しなし

ー
青
少
年
非
行
に
関
す
る

相
談
室
を
開
設
し
ま
す
-

V
と
き

七
月
卜

H

(月
)
、
卜
二

H

(ぷ
)

十
時

1
十一
二
時

ま
で

V
と
こ
ろ

市
役
所
市
民
相
談
室

V
問
い
合
わ
せ

い
巾
総
合
サ
ー
ビ
ス

法

宮
内
線
二
八

一
・ニ
八
二

※
市
役
所
二
階
ロ
ビ

l
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
に
「
非
行
と
非
行
防
止
」

に
閲
す
る
パ
、
不
ル
手
を
民
心
し
て

い

ま
す
。

平成 7年 7月1日5 



戦没者等の遺族の皆さまへ 
ー特別弔慰金が支給されます― 
戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給法

が改正され、戦没者等の遺族のうち、平成7 

年4月1日におレvて公務扶助料、遺族年金等

の受給権を有する遺族がいない方に特別弔慰

金として額面40万円、10年償還の国債が支

給されます。 

例えば、次の方などが支給対象となります。 

①弔慰金の受給権を取得した方 

②弔慰金の受給権を取得した方が平成7年 

4月1日にいないときは、その他の先順

位の遺族の方 

なお、請求手続及び内容の詳細につきまし

ては、市民課雪内線276までお間い合わせ

ください。 

一 市民プールを開設します  

ト開設期間 7月3 日（月）~8月31日（木） 

(8月13日及び天候等により遊泳でき 

’、 
	

ないときは、休館とします。） 

ト利用料金 

Iく 	 分 般 高校生 旧
ル
生
 

幼
小
 

共
 

同
鵬
「
 
 

個 	人（1 回） 200円 100円 50円 

回 数 券（6 回） L030円 510円 250円 

団 	体（30名以上） 
1名1回 

100円 50円 20円 

田謡尋 

尊 

用 

午前（9 :00-12:00) 3,090円 

午後（13:00-18:00) 4,120円 

1日 (9:00--18:00) 6,180円 

コインロッカー（1回） 10円 

★利用者はつり銭のいらぬようご準備お願い

します。 

~． ト注意事項 ① 小学校3年

生以下の児童及び幼児

については、大人の付一

き添いカえ必要です。 

(1寸き添い1人につき 

2名までとします。） 

（②） 幼児は、幼児専用プールをご利用く

ださい。 

（③） 着替え等については、 コインロツカ 

ーをご利用ください。 

④ プールにはいる前に準備体操を必ず

実施してください。 

(5） プールの中での悪ふざけはやめまし

ょう。ちょっとのいたずらが大きな事 

、 故となります。 

お知らせ 
にぎわいの街500人委員会 
	経過報告 
生活蔀蚕 街の新しい魅力づくり委員会 

提言内容について、次にその主な事例をこ

紹介いたします。 

提言内容【1] 

市の顔としての複合拠ノ点及び駐緯t場の審釦

備について（駅前開発等について）麟難舞’ 

伊L(1）駅前地区に駐車場を整備してもらいたい。 

(2）布嘉邸を復元していただきたいら 

(3) JR五能線を高架にしていただきたい義事 

l 
現在の取り組み状況等 

①地域の核となるコミュニティ施設の整備 

②新たな施設に対応すべき公共駐車場の整備 

③駅前地区を取り込んだシンボルロードの整備 

以上を検討課題とし、実現に向けて計 

画を進めているところです。 

（事業内容等の問い合わせ先～都市建設部都市開発課） 

提言内容 【2] 

市街地整備Iにつし、て一 

伊J. (1）街に内在する魅力を見つめ直しそれらを 

さらに高める L夫をすべきである。 

(2）当市の『顔』のようなものがほしい。 

l 
現在の取り組み状況等 

「津軽平野みず未来都市五所川原活性

化計画」を策定し、 中心市街地再生の実

現に向け計画を進めています。私たちの

先人が築いた「清き水冴討ーしる街」再生を

目指しているところです。 

（事業内容等の問い合わせ先～都市建設部都市開発課） 

提言内容 【3] 

仮称・ェルムの街の整う青iについて 

l 
現在の取り組み状況等 

魅力ある街づく りを推進するために、 

仮称ェル．ムの街の建設については、第三

セクターである 「五所川原街づくり株式

会社」が中心となって高度商業集積を目

指し、平成8年度着工の予定で順調に推

進されております。 

（事業内容等の問い合わせ先～産業経済部商工振興課） 

平成7年7月1日 6 
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h戦没者等の遺族の皆さまヘ寸
L_特別弔慰金が支給されますー」
戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給法

が改正され、戦没者等の遺族のうち、平成 7

年 4月 1日において公務扶助料、遺族年金等

の受給権を有する遺族がいない方に特別弔慰

金として額面40万円、 10年イ賞還の国債が支

給されます。

例えば、次の方などが支給対象となります。

①弔慰金の受給権を取得した方

②弔慰金の受給権を取得した方が平成 7年

4月 1日にいないときは、その他の先順

位の遺族の方

なお、請求手続及び内容の詳細につきまし

ては、市民課宮 内線 276までお問い合わせ

くfごさレ、。

「市民プールを開設します1
砂開設期間 7 月 3 日(月)~ 8月 31日(木)

(8月 13日及び天候等により遊泳で、き

ないときは、休館とします。)

砂利用料金

区 分 一般 高校生 幼小 ・小学児生

共 個 人(1回) 200円 100円 50円

回数券 (6回) 1，030円 510円 250円

同
団 体 (30名以上)

100円 50円 20円
1名 l回

主等 午前(9:00~12:00) 3，090円

午後 (13:00~18 : 00) 4，120円

用 1日(9:OO~ 18 :00) 6，180円

コインロッカー(1回) 10円

安利用者はつり銭のいらぬようご準備お願い

します。

惨注意事項 ①小学校3年・・ - ー

生以下の児童及び幼児 占~，ーへ\

については、大人の付 - ""l¥、
..."， l' . 

き添いが必要です。 P;n""
(付き添い 1人につき raコι.tIIIIL

2名までとします。)

② 幼児は、幼児専用プーノレをご利用く

7ささレ、。

③着替え等については、コイ ンロッカ

ー をご利用ください。

④ プーノレにはいる前に準備体操を必ず

実施してください。

⑤ プーノレの中での悪ふざけはやめまし

ょう。ちょっとのいたずらが大きな事

ヘ故とな ります。

「にぎわいの街500人委員会寸
経過報告 | 

|生活部会|街の新しい魅力づくり委員会

提言内容について、次にその主な事例をご

紹介し、たします。

提言内容【1]

市の顔としての複合拠点及び駐車場の整

備について(駅前開発等について)

伊Ij.(1)駅前地区に駐車場を整備してもらいたい。

(2)布嘉邸を復元していただきたい。

(3) ] R五能線を高架にしていただきたい。

l 
現在の取り組み状況等

①地域の核となるコミュニティ施設の整備

②新たな施設に対応すべき公共駐車場の整備

③駅前地区を取り込んだシンボノレロードの整備

以 上 を 検 討 課 題 と し 、 実 現 に向けて計

画を進めているところです。

(事業内奔等の問い合わせ先~都市建設部都市開発課)

提言内容【2】

市街地整備について

例 .(1)街に内在する魅力を見つめ直しそれらを

さらに高める工夫をすべきである。

(2)当市の r顔』のようなものがほしい。

l 
現 在 の 取 り 組 み 状 況 等

「津軽平野みず未来都市五所川原活性

化計画」を策定し、中心市街地再生の実

現に向け計画を進めています。私たちの

先人が築いた「清き水流れる街」再生を

目指しているところです。

(事業内奔等の問い合わせ先~都市建設部都市開発課)

「一提 言 内容【3】

! 柄、 ・エノレムの街の整備について

l 
現 在の取り組み状況等

魅力ある街づくりを推進するために、

仮称エノレムの街の建設については、第三

セクターである「五所川原街づくり株式

会社」が中心となって高度商業 集積を目

指し、平成8年度着工の予定で順調に推

進されております。

(事業内容等の問い合わせ先~産業経済部商工振興課)

平成7年 7月 1日 6 



ゴミ処理で困っていませんか 

〒市民と語るゴミ減量化懇談会』 

二   を開催いたします一 
平成6年度に出た「ゴミ」は糸勺 

31,000トンにもなり、 これを処理

するために糸勺8億円の経費がかか

っています。 ゴミを捨てる前に再

利」月l等を考えて、経費の食li減や環

境保護のために「ゴミ」を減らすこ

とが必要です。そのため、皆さんと

意見交換しながら「ゴミ」減量化を

図る基本計画書を作成することになりました

ので、多数のご参集をお願いいたします。 

ト日程と場所 ト時間】19時より21時まで 

日
”
  

曜日 地域及び町名 開 催 場 所 

ブ
I
  

議
麟
 

月
  

毘沙門・長富地区 毘沙門・長富 
コミュニテイセンター 

讐「 火 中 川 地 区 コミュニテイセンター中川 

.5
  

水 三 好 地 区 コミュニテイセンター三好 

6
 
 

木 飯 詰 地 区 コミュニテイセンター飯詰 

7
 
 

金 松 島 地 区 コミュニテイセンター松島 

10 月 梅 沢 地 区 梅沢コミュニテイセンター 

11 火 長 橋 地 区 コミュニテイセンター長橋 

12 水 七 和 地 区 コミュニテイセンター七和 

13 木
  

栄 	地 	区 コミュニテイセンター栄 

14 金 小 曲 地 区 農 村 婦 人 の 家 

I
 
7
 

 
月
  

若葉第1・若葉第 
2・芭蕉・新宮・ 
ニュータウン新宮 
・市営住宅・県営
住宅 

森 の 家 集 会 所 

「
二
 

4
1
 
 

舞
舞
雄

×
 

只
リ
 

火
  

中平井町・下平井
町・十川町・さっ
き町・敷島町・東
雲町 

しきしま 
コミュニテイセンター 

1
 
9
 

 
水
  

寺町・岩木町・錦
町・大町・本町・
川端町・末広町・
旭町・新町・幾島
町・柏原町・上平 
井町・平井町 

中央コミュニテイセンター 

20 木
  

第一柳町・第二柳
町・第一千鳥町・
千鳥・成田町・平
和町・元町・栄町 
・田町・湊団地町 
・八重菊 

富士見 
コミュニテイセンター 

21 

篇夢 

金
  

一ッ谷・一ッ谷団
地・鳥森・東町・
鎌谷町・布屋町・
弥生町・田園町・
青葉町・松島町一 
丁目～八丁目 

中 	央 	公 	民 館 

※御都合のよい会場へ御出席ください。 

ト問い合わせ先 市保健環境課合内線269 

7 平成7年7月1日 

く亘） 遊泳した後の休憩時間を十分取って、 

ください。 

⑦ 飛び込みは、危険ですので一切禁止

とします。 

（亘） 施設内では、l必ず監視人の指示に従

ってください。 

ト問い合わせ先 市教育委員会生涯スポーツ課

容内線248 

[121世滞艮会議」Ti 
し地域集会を開催します」 
どんな小さなことでも結構です。 明るく、 

楽しい生活のために、行政に望むこと、 あな

たの 「生の声」 をお聞かせください。 一人で、 

も多くの方の参加をお待ちしています。 

月 日 曜日 時 間 対象地域 開 催 場所 

7
  

18 火
  

9 :30-.- 飯詰地区 
コ ミュニテイ

センター飯詰 

13:30-- 小曲地区 農村婦人の家 

20 木
  

9 :30-- 栄地区 
コミュニテイ

セ ンタ ー栄 

13: 30--- 三好地区 
コミュニテイ

センター三好 

21 金
  

9 :30- 長橋地区 
コミュニテイ

センター長橋 

13:30- 梅沢地区 
梅沢コミュニ

テイセンター 

24 月
  

9 :30- 七和地区 
コミュニテイ

センター七和 

13:30- 五所川原 

（北） 

しきしまコミュ

ニテイセンター 

25 火
  

9 :30- 毘沙門 

地 	区 

毘沙門・長富 

コミュニテイ 

セ ン タ ー 

13: 3D- 湊地区 湊 集 会 所 

26 水
  

9 :30- 中川地区 
コミュニテイ

センター中川 

13:30- 
五所川原 

（南） 

富士見コミュニ

テイセンター 

27 木
  

9 :30--- 松島地区 
コミュニテイ

センター松島 

五所川原市役所 公35 - 2111 

「ゴミ闘で困っていませんか

晴樹ゴミ蜘懇込~
を開催いたし志ヲ

平成6年度に出た「ゴミ」は約

31，000トンにもなり、これを処理

}するために約 8億円の経費がかか

っています。ゴミを捨てる前に再

利用等を考えて、経費の節減や環

境保護のために「ゴミ」を減らすこ

とが必要です。そのため、皆さんと

意見交換しながら「ゴミ」減量化を

図る基本計画害を作成することになりました

ので、多数のご参集をお願いいたします。

砂日程と場所 砂時間 :19日寺より 21時まで

月 li曜日 地域及びUff:t， 開 停ー 場 所

3月 毘沙門 ・長富地区
毘沙門 ・長富

コミュニティセンター

4 火 中 ) 11 地 区 コミュニティセンター中川|

5171< 女子 地 区 コミュニティセンタ一三好

6木 飯 苦ロ士ロ 地 区 コミュニティセンター飯詰

7金 松 島 地 区 コミュニティセンター松島

10 月 梅 沢 地 区 梅沢コミュニティセンター

11 火 長 十語 地 区 コミュニティセンタ一長橋

12 水 七 平日 地 区 コミュニティセンター七和

13 木 栄 地 区 コミュニティセンタ一栄

14 金 幽 地 区 民盛幻 村 保i 人 の 家

若葉第1・若葉第
2・芭蕉 ・新宮 ・

17 月 ニュータウン新宮 帯コ本+之ミ の 家 集会 所

-市営住宅 ・県営
住宅

中平井町 ・下平井
7 rnf .十)11町・ さつ しきしま18 火 き町 ・敷島町一 .東 コミュニティセンター

雲町

、刊T.岩木町 ・錦
UIT・大町 ・木町・

19 水
川端町 ・末広H可・

中央コミ ュニティセンター
旭町 ・新町・幾臼
町 ・柏原町 ・上平
井町 ・平井町

第一物1I町 ・第二柳
111]" .第一千t0U1T.

20 木
千μ・成問Ulf.平 五:;;上凡
和問]・元町 ・栄町 コミュニティセンター
-同町 ・湊団地lirf
-八竜菊

ーッ谷 ・ーッ谷同
地 ・烏森 ・東町 ・

21 金
鎌谷町 ・布ffil町・

中 央 公 [( 館弥生町 .[1園町 .
汗業u可・松島町一
r日~八丁目

※御都合のよい会場へ御出席ください。

惨問 い合わせ先 市保健環境課宮 内線 269

7平成7年7月 1日

⑤ 遊泳した後の休憩時間を十分取ってヘ

くアごさレ、。

⑦ 飛び込みは、危険ですので一切禁止

とします。

③ 施設内では、必ず監視人の指示に従

ってください。

砂問い合わせ先 市教育委員会生涯スポーツ課

宮 内線 248

どんな小さなことでも車吉キ者です。 明る く、

楽 しい生活のために、行政に望む こ と、あな

たの「生の声」をお聞かせください。 一人で

も多くの方の参加 をお待ちしています。

月 日 曜日 時間 対象地域 開催場所

9 :30~ 飯詰地区
コミュニティ

18 火 センター飯詰

13:30~ 小曲地区 農村婦人の家

9 :30~ 栄地区
コミュニティ

センタ一 栄
20 木

13:30~ 三好地区
コミュニテ ィ

センタ一 三 好

9 :30~ 長橋地区
コミュニティ

センター長橋
21 金

13:30~ 梅沢地区
梅沢コミュニ

ティセンター
7 

9 :30~ 七和地区
コミュニティ

センター七和
24 月

13:30~ 
五所川原 しきしまコミ ュ

(北) ニティセンター

毘沙門
毘沙門 ・長富

9 :30~ コミュニティ
25 火 地 区

センター

13:30~ 湊地区 湊集会所

9 :30~ 中)11地区
コミュニティ

センター中川|
26 7K 

13:30~ 
五所川原 富士見コミュニ

(南) ティセンター

27 オて 9 :30~ 松島地区
コミュニティ

センター松 島

五所川原市役所 宮35-2111 



無料法律相談 
	 に応じます 

トとき 7 月22日 （土）午前10時～12時まて、 

トところ 市役所市民相談室 

ト内容 身上のいっさいクン悩みごと 

（二葉宏夫弁護士が相談に応じますJ 

ト問い合わせ・申し込み 市総合サービス課

費内線 281・282 

市民講座 
一『上手に年をとるために』 

ト講師 江渡諒治先生 

（江渡内科医院院長） 

トテーマ 「上手に年をとるために」 

何人も老化を免れることはできません。 

しかし、老化の本質を知り対J応を誤ら

なければ、より活動的な老年を送るこ

とが可能で・す。 

トとき 7 月12日 （月） 午後 1時～ 2 時

トところ 市中央公民館大ホール 

ト対象 一I股市民 （誰でも気楽に参加してくださいJ 

ト問い合わせ 市中央公民館 廿 35 - 6056 

オルテンシア催し物案内 
一 ふるさと交流圏民センター合33-2111 

月日 曜 催 し 物 開演 人場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
  

7/8 土
  

青年劇場 
「すみれさんが行く」 

18:30 前売 3,000円
当日 3,500円 

7/16 日
  

実践倫理講演会 
（津軽ブロック） 

10:00 

7/22 土
  

日本ピアノコンクール
五所川原審査会 

10:00 無 料 

7/28 金
  

モーッアルテイアーデ 
シンフオニー・ 

オーケストラ 
19:00 

S 席4,000円 
A席3,500円 
B席2,500円
学生1,000円 

小

ホ
ー
 
ル
 
 

7/23 日
  

ビバ .クコンチエルト
たかはしピアノ教室 14:00 無 料 

7/29 土
  

五高吹奏楽部 
定期演奏会 

18:00 無 料 

7/30 日
  

荒関 恵 
音楽教室発表会 

13:00 

. びと訂正 ①前号 6 月15日号 8 ページ
オルテンシア催し！吻案内で、 7/9（土） 
を7/8（土）に 「すみれさんが行く」 の
前売 2,900円、当日 2,999円を、 
前売3,000円、当日3,500円に ②同じ
く12ページ本のリサイクル特設コーナ 
ーのI図書館”34 - 2832を”34- 4334に
訂正しておわびいたします。 

国民年金には、任意で 
加入できる制度があります」 

任意加入できるのは次のような人です。 

1． 国内に住所がある60歳上え上65歳未満の人。 

国民年金は20歳から60歳まで加入すること

になっており、老齢基礎年金を受けるために

は保険料を納めた期間、免除を受けた期間及

び合算対象期間を合わせて25年以上あること 

（受給資格期間） が必要です。 

60歳になっても受給資格期間が不足してい

たり、25年は納めたけれど、 もっと高い年金

を受給したいという人は任意加入できます。 

2． 日本国籍を持っている人で、国内にイ主ん

でいる20歳以上65歳未満の人。 

国内で加入していた人が外国に住むことに

なり、弓は続き国民年金に加入したい人。 

3． 昭和30年 4 月1日以前に生まれた人で、 

65歳まで任意加入しても受給資格期間が足り

ない人は、70歳になるまでの間で、受給資格

期間を満たすまで加入することができます。 

西北五地区オストメイト ロ
講習会及び入浴体験の研修案内 

トとき 7 月29日 （土） 

⑥講習会 10:30-12:00 

ト会場 五所川原市働く婦人の家 

ト講習内容 ストーマ管理について 

ト講師 国立弘前病院 奈良岡貴代子一 

《》入浴研修 12:00-15:30 

ト会場 五所川原市 「金太郎温泉」 

ト会費 1 , 000円（昼食代他） 

※その他 （1）温泉往復のバス代 

②入浴、休憩 6十は、支部で負担します。 

ト申し込み 7 月25日（火）まてる 

ト申し込み先 山田四ツ男 廿35 - 1021 

国民金融公庫の 
丁国の事業口ーン」のご案内― 

ト対象 事業を営む方 

トこ。融資限度額 4,800万円以内 

＊経営多角化を区にための設備資金は 

1イ意800万円まてる 

トご返済期間 運転資金 5年以内（うち据 

置 I年」2夫内） 

設備資金10年以内（うち据置2年以内） 

＊上記の返済期間を超えるお取扱いをご希望 

の場合は、窓口でご才目談ください。 

ト利率 年3.85％ 固定金利（平成7年 5月現在） 

ト詳しくは 国民金融公庫弘前支店 

（廿0172-36-6303) にお問い合わせください。 

平成 7年7月1日 8 

「一無料法律相談
に応じます

惨とき 7 月 22日(土)午前10時~12時まで

惨ところ 市役所市民相談室

砂内容 身上のいっさいの悩みごと

(二葉宏夫弁護士が相談に応じますJ

砂問い合わせ・申し込み 市総合サービス課

宮 内線 281・282

「市民講座
」一一一『上手に年をと

砂講師 江渡誇治先生

(江渡内科医院院長)

砂テーマ 「上手に年をとるために」

何人も老化 を免れることはできません。

しかし、老化の本質を知り対応、を誤ら

なければ、より活動的な老年を送るこ

とが可能です。

惨とき 7月12日(月) 午後 1 時~2 時

惨ところ 市中央公民館大ホール

砂対象 一般市民 (誰でも気楽に参加して くださいJ
砂問い合わせ 市中央公民館 ft 35 -6056 

仁オルテンシア催し物案内寸
ふるさと交流圏民センター宮33-2111-

月H Il1J主 {握 し物 開 j寅 入場料

7/8 土
青年劇場

18:30 
前売3，000円

「すみれさんが行く」 当日 3，500円

大
7/16 日

実践倫理講演会 10:00 

ホ
(津軽ブロック)

I 17/22 土
日本ピアノコンクール

10:00 鑑 ;jI4 
五所川原審査会

)レ モーツァルティアーデf
S席4，000円

7/28 金 ンンフォニー ・ 19:00 A席3，500阿
B席2，500円

オーケストラ
学生1，000円

7/23 日
ピ、バ 11コンチェル 卜

14:00 金正 料
たかはしピアノ教室

ホ
7/29 土

五局吹奏楽部
18:00 無 料

定期演奏会

Yレ 荒関恵
7/30 日

音楽教室発表会
13:00 

4砂おわびと訂正 ①前号 6月15日号 8ペ ー ジ

オルテンシ ア催 し物案内で、 7/9ω
をア/8(土)に「すみれさんが行く」の
前売 2，900円、当日 2，999円を、
前売3，000円、当 日3，500円に ②同じ
く12ページ本のリサイク ル特設コ ー ナ

ーの阿書館宮 34-2832を 宮 34-4334に

訂正し ておわびいたします。

「国民年金には、任意で l 

加入できる制度があります」
任意加入できるのは次のような人です。

1. 圏 内に 住所 があ る 60歳以上65歳未満の人。

国 民年 金は20歳から 60歳まで加 入すること

にな って おり 、老 齢基 礎年 金を 受けるために

は保険料を納めた期間、免除を受けた期間及

び合算対象期間を合わせて25年以上あ るこ と

(受給資格期間)が必要です。

60歳になっても受給資格期間が不足してい

たり、 25年は納めたけれど、もっと高い年金

を受給したいという人は任意加入できます。

2. 日本国籍を持っている人で、圏内に住ん

でいる 20歳以上65歳未満の人。

圏内で加入していた人が外国に住 む こ と に

なり、引き続き国民年金に加入したい人。

3. 昭和30年 4月 1日以前に生まれた人で、

65歳まで任意加入しでも受給資格期間が足り

ない人は、 7ο歳になるまでの聞で、受給資格

期間を満たすまで加入することがで き ま す。

「一西北五地区オストメイトー「
L講習会及び入浴体験の研修案内」
惨とき 7月29日(土)

。講 習会 10 : 30~12 : 00 

砂会場 五所川 原市働く婦人の家

砂 講 習 内 容 ス ト ー マ 管 理 に つ いで

砂講師 国立弘前病院奈良岡貴代子

。 入浴研修 12 : 00~ 15 : 30 

砂会場 五所川 原市「金太郎温泉」

砂 会 費 1，000円(畳食代他)

※その他 ①温泉往復のパス代

②入浴、休憩料は、支部で負担します。

砂申し込み 7月25日伏)まで

砂申し込み先 山 田 四 ツ 男 ft 35 -1021 

仁国民金融公庫の J 
「国の事業ローン」のご案内」

砂対象 事業を営む方

砂ご融資限度額 4，800万円以内

*経営多角化を図るための設備資金は

1億 800万 円 ま で

砂ご返済期間 運転資金 5年以内 (うち据

置 l年以内)

設 備 資 金10年以内(うち据置2年以内)

*上記の返済期間を超えるお取扱いをご希望

の場合は、窓口でご相談ください。

砂利率 年 3.85%固定金利(平成7年5月現在)

砂詳 し く は 国民金融公庫弘前支庖

(宮0172-36-6303) にお問い合わせください。

平成7年 7月 1日 8 



募 集 
生活講座受醸繁AC)家」 

1 ．郷土料理教室 

へ寸也土或に市艮イ寸いた伝統の恥甚里をノー～ 

トとき 7 月10日（月）10時～12時 

ト講師 吉岡タケ先生 

2 ．花道教室 （ 8 回講座） 

～池坊花道入門～ 

トとき 7 月14日～9 月8 日 （毎週金曜日） 

18時30分～20時30分 

ト講師 森 佐久子先生 

3 ．水墨画教室 （ 8 回講座） 

～墨のマ農，炎が折りなす絵の世界へ～ 

トとき 7 月18日～9月12日 （毎週火曜日） 

18時30分～20時30分 

ト講師 渋谷拓城先生 

◆1~ 3の共通要点 

ト受講資格 市内に住所又は職場を有する方 

ト受講料 無料（但し材半斗費は各自負担） 

ト募集人数 各20人（定員になり次第メ切） 

ト申し込み・問い合わせ 市内新町 

イ動く婦人の家 容35一 8898 

28I1LUbT の作文』を募集」 
物やお金を大切にし、生かして使うことを 

テーマとして、貯蓄の作文を募集します。 

ト応募資格 小学生および中学生 

ト原稿 400字詰原稿用紙3枚以内 

原稿には学校名、学年、氏名 （ふりがな 

をつける）をはっきり書いてください。 

作品は、 どこにも発表されてないもの 

にかぎります。 

ト締め切り 8 月21日 （月）必、着 

ト送り先 五所川原市字岩木町12 

市商工振興課 木村宛 内線 259 

市役所で取りまとめ、一括して主催者 

へ送付します。 

ト入選発表 7年10月17日 （火） の毎日新聞 

に発表されます。 

ト主催 貯蓄広報中央委員会 毎日小学生新 

聞 毎日中学生新聞 

ト賞 持選5 名 （大蔵大臣賞イ也） 

秀作10名 （毎日小学生新聞賞他） 

佳作1OQ名 （賞状と図書券） 

学校賞 特選者が出た学校には図書購 

入券が贈られます。 

L (芳背器祭りを開催」 
トとき 7 月8 日 （土）18時から前夜祭 

7 月 9 日 （日）10時三から陶器祭

トところ 津軽金山焼松風窯 

（市内金山字千代鶴） 	、，ーー、 

トイベント☆前夜祭一（ユ）バー ‘ 

ベキューパーティー（②） 

山上進コンサート（③キ

ャンフ。フアイヤー 

☆陶器祭一（①）登り窯々

出し（②）陶芸教室③金山

焼陶芸サークル 「子窯の会」 発表展示

会（④）遠州流青年部野点と花展⑤屋台 

ト間い合わせ 津軽金山焼松風窯容29-3350 

「第9回五所川原市民グラウとド・ゴルフ1 
~ 	フェステイノ、ノレ 

トとき 7 月30日 （日） 

トところ 菊ケ丘．運動公園 

ト参加資格 （1）五所川原市民に限る。 

(2）参加者が200名になりジ欠第締め切り 

とします。 

ト競技区分 （1）競技は個人戦とする。 

(2）各フhコック競技とし 

ます。 

①Aブロックは青森 

県グラウン ド・：ゴル 

フ協会及び五所川原 

市グラウン ド・ゴルフ協会に加盟、 

所属選手とします。 

②Bブロックは市内愛好者とします。 

ト競技方法及びチーム編成 （1）選手は 4 名」以 

上6名以内でグループ編I戎する。 

(2）各ブロック、16ホール競技とします。 

(3）スコアカー ドは各グループで記入し 

ます。 

ト表彰 （1）各ブロック第 6 位まで・表彰します。 

(2）ホールイ ンワン賞あります。 

ト参加料 無 半斗 

ト申し込み方法 参加申込書に！必要事項を記 

人のうえ、 申し込みくださし、く〕 

ト申し込み先 市教育委員会 

生涯スポーツ課 廿内線 248 

ト締め切り 7 月10日 （月）必着 

トその他 （1）参加者は、原則としてスポーツ 

傷害保険に加入のこと。 

(2）スティ ック、 ボ’ール、 マークは各自 

準備のこと。 

(3）小雨決行とする。 

t
rミ
 

一
 

＼

・
蓄
 

9 平成 7 年 7 月1日 	 五所川原市役所 公35-2111 

|募集|
「生活講座受雫鷺記
1 .郷土料理教室

~地域に恨付いた伝統の料埋を/ ~

惨とき 7月 10日(月) 101:1寺 ~12H寺

砂講師 吉岡タケ先生

2.花道教室 ( 8回講座)

~池坊花道人門~

惨とき 7 月 14 日 ~9 月 8 日(毎週金H握日)

18日寺30分~20時30分

砂講師 森佐久 子先生

3. 水墨画教室 ( 8回講座)

~墨の濃淡が折 りなす絵の世界へ~

惨とき 7 月 18 日 ~ 9 月 12 日(毎週火曜日)

18時30分~20時30分

砂講師 渋谷拓城先生

.1 ~ 3 の共通要点

砂受講資格 市内に住所文は職場を有する方

砂受講料 無料(但し材料費は各自負担)

砂募 集人数 各 20人(定員になり次第〆切)

砂申し込み・問い 合わせ 市内新町

イ動く附人の家 ft35-8898 

[鳴もの作文』を募集」
物 やお金を大切 にし、生かし て使 うこと を

テー マとして 、1l'T苔の作文を募集します。

砂応 募資格 小学生および中学生

砂原稿 400字詰原稿用紙3枚以内

原稿には学校名、学年、氏名(ふりがな

をつ ける)をは っき り，IFい でください o

1'1"品は、どこにもづを点されてないもの

にかぎ‘ります 0

~締め切り 8月21口 (円)必在

砂送り先 丘所川 原市字岩木11IH2

「行商工振興課木村宛 内線 259

市役所ーで取り まとめ 、 一 日し て 主催.fi

へ送付します。

砂入選発表 7年 10月17U (火)の毎 日新I1fJ

に発表されます。

砂主 催 貯蓄広桜中央委L1会 得 11小 下生新

間 待 11'1コ学生新聞

砂賞 特選 5名(大蔵大1=足立他)

秀作10名(毎 H小学生新聞社他)

佳作lOQ名(賞状 と|苅 fiF券)

学 中交立 1~予選者ー が ，'1'，J三学t交には|刻，1 ~: II必

人券が贈 られます。

9平成7年 7月1日

一催一関一を怨京一器
峨
陶

詮の
瀞
夏

惨と き 7月 8日(土) 18時 か ら 前 夜 祭

7月 9日(日 )10時から陶器祭

惨と こ ろ 津 軽金 山焼 松風 黛

(市内金山字千代鶴) 吋一、

砂イ ベ ント古 前 夜 祭 ー ① パ ー ζ ，，~. .ム込
ベキューパーティー② 湾総野

山上進コンサート③キ 三)イ/
ヤンプフアイヤー ¥じ戸惑

‘一
古陶器祭ー①登り窯々 ~芯ミ九:T

出し②陶芸教室③金山

焼陶芸サークル「子窯の会」発表展 示

会④遠州 流 青 年 部 野 点 、 と 花 展 ⑤ 屋 台

砂 問 い 合 わ せ 津 軽金 山焼 松風 窯ft29-3350

「第9回五所川原市民グラウンド・ゴル7l
フェスティバル一一」

惨とき 7月30日(日)

惨ところ 菊ヶ丘運動公園

砂参加資格 (1)五所川 原市民に限る。

(2)参 加 省 が200名になり次第締め切り

としますー。

砂競技|足分 (1)競技は個人戦とする 。

(2)各ブロック競技とし

ます。

① A ブロ ッ ク は 青 森

L県グ ラ ウ ン ド ・コーJレ

フ協会及び五所川原

市 グ ラ ウ ン ド ・ゴルフ協会に加盟、

所属選手とします。

② Bブロ ックは市内愛好省としま す 。

砂 競 技 方 法 及 び チ ー ム 編 成 (1)選手は 4名 以

1-.6名 以内でグループ編 成 す る 。

(2)各 ブ ロ ッ ク 、 16ホール競技と します。

(3)スコアカー ドは各 グループで記入し

ま -9。

砂表彰 (1)各ブロック第 6位まで表彰します。

(2)ホー ルイ ン ワ ン立あります。

砂参加料 無料

砂申し込み方法 参 加 113込書に必要事項を記

人のうえ、 lわし込みくださし」

砂申し込み先 市教育委員会

生涯スポーツ課 宮 内線 248

b締め切り 7月 10日 (月) 必 着

砂その他 (1)参加I省は、原則としてスポーツ

f喜善i害{呆11食[こ加 入、のこと 。

(2)ステイ y ク、ボール、 マークは各自

込皇ij前σ〉こと。

(3)小|涌決行 と す る。

五所川原市役所宮35-2111 



麟騎 

受 付 

はじめのつどい・オリエンテーション 

料理教室「200ボルトクラブ」のコ
会員を一般公募 

トとき 8月 3 日（木）、 9月 7 日（木）、 

10月 5 日（木） 

いずれも時間は10時～13時まで 

トところ 市内田町 東北電カ（株） 五所川 

原営業所 2階 電化教室 

ト講師 （株）電力ライフ・クリエイ ト青森営 

業所 ライフ・クリエイター 

ト募集人員 15名。定員になり次第、締め切 

らせていただきます。 

ト教材費 1,500円（ 3回分） 

ト申し込み方法 7月14日（金）までに、電話 

でお申し込みください。 

ト申し込み先 お客さまサービス課 

客 3 5 一 21 51内線335へどうぞ。 

能力開発セミナー（7月後半分）1 
ーボリテクカレッジ青森（青森職業能力開発短期大学校）」 

妬
  

コース名 主な内容 対

象
 

定

員
 

日
数
 

開 講 日 時 

●

・1
  

CAD11 
3 次元コマン
ドによる立体
図形の作成 

中
 
級
  

5
 
名
 

っ
J
 
ロ
H
 
 

7月17日（月）~ 
7月19日（水） 

9 】 00-16 : 00 

2
  

極微弱光測
定 

光電子増倍管、 
映像増強管を
用いた測定 

中
 
級
  

4
 
名
 

に
J
 
日
  

7月17日（月）~ 
7月21日（金） 

13 : 00-46 : 00 

りJ
  

パソコン通
信ネットワ 
ーク 

ホストシステ 
ムの構築とB 
BS運用方法 

中
 
級
  

5
 
名
 

に
u
 
日
  

7月17日（月）~ 
7月21日（金） 

18 : 00-21 : 00 

4
  

CAM技術 
CAD作成モ
デルのNCデ 
ータ出力技術 

中
 
級
  

5
 
名
  

(
J
 日
  

7月24日（月）~ 
7月26日（水） 

9 : 00-46 : 00 

に
v
 
 

UN I Xの
基礎 

UN I Xの特 
徴とプログラ 
ミングの技術 

中
 
級
  

5
 
名
  

n
J
 日
  

7月24日（月）~ 
7月26日（水） 

9 : 00-16 : 00 

6
  

光通信技術 
I 

光源、受光素 
子、光フアイ 
バの特性評価 

中
 
級
  

3
 
名
 

っ
J
 
日
  

7月24日（月）~ 
7月26日（水） 

9 】 00-46 : 00 

7
  

ひずみゲー 
ジによる測
定と応用 

荷重センサの
製作と測定の
原理と技術 

中
 
級
  

5
 
名
 

に
〕
 
日
  

7月24日（月）~ 
7月28日（金） 

18 : 00-21 】 00 

8
  

PCによる
空気圧制御 

空気圧機器の 
PCを用いた
制御方法 

中
 
級
  

3
 
名
 

に
v
 
日
  

7月24日（月）~ 
7月28日（金） 

18 : 00-21 : 00 

a
J
 
 

Turbo 
Cプログラ
ミングm 

グラフイック
スのプログラ
ミング 

上
 
級
  

5
 
名
 

に
u
 
日
  

7月24日（月）~ 
7月28日（金） 

18 : 00-21 : 00 

10 
実践MS-
W i n d o 
w S 

一連の事務処
理等プレゼン 
テーション 

中
 
級
  

5
 
名
 

に
J
 
日
  

7月24日（月）~ 
7月28日（金） 

18 】 00~21 : 00 

11 
半導体の特 
’性 

半導体とは？
電気抵抗測定、 
効果など 

上
 
級
  

5
 
名
  

(
J
 日
  

7月26日（水）~ 
7月28日（金） 

9 : 00-16 】 00 

ト受講料 各コースとも 2,000円 

ト申し込み問い合わせ 開発援助課雪37-3201 

第ニ回五所川原市民 
	将棋初心者講習会 

日本将棋連盟が行う事業の一環として、健

全娯楽としての将棋普及を推し進めるために、 

市民のための初心者講習会を次のとおり開催

いたします。 

トとき 7月18日から9月19日までの毎週火 

曜日 18時カュら20時までの糸勺2時間

トところ 市内田町108 五所川原囲碁将棋 

センタ1 2β皆 

ト会費 無半斗 

ト指導者 日本将棋連盟五所川原支部会員

ト指導内容 ①コマの動かしかた （②）将棋の 

ルール ③コマの位置 ④コマの価値

⑤王の囲いかた ⑥戦いかた ⑦落ち

コマの戦いかた ⑧平手の戦いかた

⑨戦いのかけひき 

最終日は大会を行い、認定書を発行します。 

ト主催 日本将棋連盟五所川原支部 

ト申し込み先 五所川原囲碁将棋センター内

今 美喜男 容34-9466 へ電話にて 

[ ，原いっぱいネイチャーゲームコ 
自然の中でゲームを楽しみ叱ぐがら、 自然を 

注意深く見つめたり、考えたりする態度を養 

います。 

トとき 7月 8 日（土） 9時30分～15時 

トところ 青森県立賛i珠少年自然の家 

ト対象 くェン」、・中学校の児童・生徒並びにそ 

の保護者 

※自然の家まで送迎可能であれば、子一 

供だけの参加も可能 

②少年団体（子供会等） とその保護者 

ト募集人員 100名 

オリエンテーリング・ネイチャーゲーム 

（野外での昼食・休憩を含む） 

おわりのつどい・解散 

※雨天時は、室内ゲームと創作活動を行う。 

ト協力者 高校生ボランティア 5名 

ト経費 1ノ、200円 

ト携行品 ・昼食、飲み物等 ・筆記用具、 

上履き ・雨具、軍手等 

ト申し込み 電話により申し込む 

ト締めf二1］り 7月1 日（土） 

ト問い合わせ先 青森県立焚珠少年自然の家 

合 29-3303 FAX 29-3306 

平成 7年7月1日 10 

10:30-14:30 

「料理教室r200ボルトクラブ」の寸
会員を一般公募 i 

惨とき 8月 3日(オて)、 9月 7日(オて)、

10月 5日(オミ)

レ、ずれも時間は10時~13時まで

惨ところ 市内田町東北電力(株) 五所川

原営業所 2階電化教室

砂講師 (株)電力ライフ・クリエイト青森営

業所 ライフ ・クリエイター

惨募集人員 15名。定員になり次第、締 め切

らせていただきます。

砂教材費 1 ，5 0 0円 (3回分)

砂申し込み方法 7月 14日(金)までに、電話

でお申し込みください。

砂申し込み先 お客さまサービス課

宮 35-2151内線 335へどうぞL

[能力開発セミナー (7 月 後半分~ìJ
ポリテク力レッジ青森(青森職業能力開発短期大学校)

.A6 コース名 主な内容
対 正A:日

開講日時
象 員 数

3次元コマン 中 513 7 月 17 日(月)~

llCADII ドによる立体 7月19日(水)
図形の作成 級 名 日 9: 00~16 : 00 

2極微弱光測
光電子増倍管、 中 4 51 7 月 17 日(月)~
映像増強管を 7月21日(金)

定
用いた測定 奇f&名 日 13: 00~16 : 00 

パソコン通 ホストシステ 中 515 7 月 17 日(月)~

3信ネットワ ムの構築と B 7月21日(金)

ーク BS運用方法 級 名 日 18: 00~21 : 00 

CAD作成モ 中 513 7 月 24 日(月)~

4 CAM技術 デ、/レのNCデ 7月26日(水)
ータ出力技術 級 名 日 9: 00~16 : 00 

UNIXの
UNIXの特 中 5 3 7 月 24 日(月)~

5 
基礎

徴とプログラ 7月26日(水)
ミングの技術 を及 名 日 9 : 00~16 : 00 

6光通信技術
光源、受光素 中 3 3 7 月 24 日(月)~

子、光ファイ 7月26日(水)
パの特性評価 級 名 日 9 : 00~16 : 00 

ひずみゲー 荷重センサの 中 5 5 7 月 24 日(月)~

7 ジによる測 製作と測定の 7月28日(金)
定と応用 原理と技術 級 名 日 18 : 00~21 : 00 

PC による
空気圧機器の 中 3 5 7 月 24 日(月)~

8 
空気圧制御

PCを用いた 7月28日(金)
制御方法 級 名 日 18 : 00~21 : 00 

Turbo グ、フフィック 上 5 5 7 月 24 日(月)~

9 Cプログラ スのプログラ 7月28日(金)
ミング皿 ミング 級 名 日 18 : 00~21 : 00 

実践MS-一連の事務処 中 5 5 7 月 24 日(月)~

10 W i n d 0 理等プレゼン 7月28日(金)
ws テーション 級 名 日 18 : 00~21 : 00 

半導体の特
半導体とはつ 上 5 3 7 月 26 日(水)~

11 電気抵抗測定、 7月28日(金)
性

効果など 級 名 日 9 : 00~16 : 00 

砂受講料 各コースとも 2，000円

砂申し込み問い合わせ 開発援助課宮37-3201

「 第二回五所川原市民 i 

将棋初心者講習会」
日本将棋連盟が行う事業の一環として、健

全娯楽としての将棋普及を推し進めるために、

市民のための初心者講習会を次のとおり開催

いたします。

惨とき 7月 18日から 9月 19日までの毎週火

曜日 18時から20時までの約 2時間

惨ところ 市内田町108 五 所川 原囲碁将棋

セ ン タ ー 2階

砂会費 無料

砂指導者 日本将棋連盟五所川原支部会員

砂指導内容 ①コマの動かしかた ②将棋の

ノレーノレ ③ コ マ の 位 置 ④ コマの価値

⑤ 王の 固い かた ⑤戦いかた ⑦ 落ち

コ マ の 戦 い か た ③平手の戦レ、かた

⑤戦いのかけひき

最終日は大会を行い、認定書を発行します。

砂主催 日本将棋連盟五所川原支部

砂申し込み先 五所川原囲碁将棋センター内

今美喜男 宮34-9466へ電話にて

「野原いっぱいネイチヤーゲームっ
自然の中でゲームを楽しみながら、自然を

注 意 深 く 見 つ め た り 、 考 え た り す る態度を養

います。

惨とき 7月 8日(土) 9 時30分~15時

惨ところ 青森県立党珠少年自然の家

砂対象 ①小 ・中学校の児童 ・生徒並びにそ

の 保 護 者

※ 自然 の家 まで 送迎 可能 であれば、子

供だけの参加も可能

②少年団体(子供会等)とそ の 保 護 者

砂募集人員 100名

日寺 間 活 動 内 ィHコヲ? 

9 :30~10:00 受付

10 :00~10:30 はじめのつどい ・オリエンテーション

10 :30~14:30 
オリエンテーリング ・ネイチャーゲーム

(野外での昼食 ・休憩を含む)

14 :30~15:00 おわりのつどい ・解散

※雨天時は、室内ゲームと創作活動を行う。

砂協 力者 高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア 5名

砂経費 1人 200円

砂携行品 ・昼食、飲み物等 ・筆記用具、

上履き ・雨 具 、 軍 手 等

砂申 し込み 電話により申し込む

砂締め切り 7月 1日(土)

砂問い合わせ先 青森県立党珠少年自然の家

宮 29-3303 FAX 29-3306 

平成7年 7月 1日 10 



ツ反・BCG（結核予防） 

接種を行います 
お子さんを結核から守るために、・ぜひ予防

接種（結核予防法第13条により）を受けさせ

ましよう。 

ト対象 生後3 カ月～4歳未満の乳幼児。 

（ただし、今まて三BCG接種を受けた

乳幼児は除きます。） 

ト場所 市保健センター 

ト受付時間 12日寺30分～13時30分まで。 

必注意事項 ①予防接種法の改正により、予

診票が変わりまりマアで従来の問診票は

使用てgきません。予診票は、市保健環

境課、接種会場に用意してあります。 

又、今回からツベルクリン注射の際

も予診票を記入していただきます。 

（②） 熱のある子、他の予防接種を受けて 

1カ月を経ていないお子さんは接種で

きませーん。 

（③） 母子健康手帳は必、ず持ってきてくだ

さレ、。 

（」） お子さんの健康状態をよく知ってい

る方がお連れください。 

（逼） 受診中の才三3子さんは、主治医とよく

ご牛目談の上、おいでください。 

（亘） 会場の駐車場が狭いため、駐車がで

きないことも予想されます。市役所前

お祭り広場、市役所一般駐車場もご利

用できます。 

(I） 予防接種について理解いただくため

に、出生届時及び乳幼児健診時に配布

してありますパンフレットk「予防接種

と子一どもの健康」「予防接種の正しい知

識」）をよく読んでからおいでください。 

ト地区別日程 

」也 	区 	男リ りノ 	反 BCG 

南小学区 
七和・梅沢」也区 

7 月12日 
（水） 

7 月14日 
（金） 

五小学区 
7月19日 

(zk) 
7月21日 
（金） 

栄 地 区 
三好・毘沙門地区 

7月26日 
（水） 

7月28日 
（金） 

み、どり田丁 
飯詰・長橋」也区： 

8月16日 
（水） 

8月18日 
（金） 

松
中
 
島

川
 
地
地
 
区

区
 
松
 
島
 
町
 

 

8月22日 
（火） 

8月24日 
（木） 

〈訂正とお詫びをいたします〉 

先般、毎戸配布しました「ごしょがわら健康ごよ

み」の予防接種ツ反・BCGの対象地区に三好地区

がもれていましたことをお詫びいたします。 

又、健康ごよみに掲載の受付時間が変更になりま

したのでお間違いのないようにお願いいたします。 

「かんたん！健康レストラン」 

参加者募集 
＼
、

＼
 

予期せず突然やってくる
のが災害．ノ そして危機に
なり易いのが食事です。限
られた材料の中で、さて、 
あなたならどうする？ 

猫の手も借りたい農繁

期は食事まで手がまわら
ず心ならずも簡単になり
がちです。 

農繁期にそなえ、元
気がでる食事を作っ
てみませんか？ 

バランスも考えた災
害時の食事を体験し
てみませんか？ 

フ ー マ 
いざという時役に立っ．ノ 
「災害時の食事」 

農繁期の 
「元気がでる食事」 

対象地区 栄地区・みど り 町 毘沙門・長富地区 

開催場所 コミュニテイセンター栄 
毘沙門・長富 

コミュニテイセンター 

開催月日 7月 7 日（金） 7月14日（金） 

締め切り 7月 4 日（火） 7月10日（月） 

ト日寺間 9時30分～13時 

ト料金 無料です 

ト持参する物 みそ汁（おわんに半分位の量

を汁だけご持参ください）、 健康手帳 

（お持ちの方）、コニプロン、筆記用具 

ト申し込み先 地区の保健協力員又は、市保

健環境課へ電話で 合内線272・268 

第21回「私のアイデア貯金箱」コンクールの実施 

次代を担う児童の貯蓄への関心を尚めるとともに、 

造形的な創造力を伸ばす一助として実施します。 

／ 夏休みを利用して新しいアイデアあふれる × 
貯金箱を、紙、木工、粘土等を使用して出品 

× してください。 	 ノ 

応募期間 7月20日（木）~9月14日（木） 

応募資格 小学生 

くわしくは、五所川原郵便局貯金課（雪34-3205) 
まで、お寄せください。 

一／/ 

曾
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か
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と
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が
とっ
」さ
いま
す
 

⑨
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所
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市
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福
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へ
 

〇
木
村
孝
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郎
さ
ん
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田
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一
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一
）
H
十
万
円
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〇
藤
間
綾
さ

ん
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東
京
都
武
蔵
野

市
八
幡
町
四
ー

二
四
ー
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11 平成 7年 7月1日 	 五所川原市役所 公35 - 2111 

「「かんたんf健康レストランJl
参加者募集

BCG(結核予防)1
接種を行います」

「ツ反・

/ 

予期せず突然やってくる 猫の手も借りたい農繁
のが災害/ そして危機に 期は食事まで手がまわら
なり易いのが食事です。限

ず心ならずも簡単になり
られた材料の中で、さて、
あなたならどうする? がちです。

|パー…| |農繁期一光|害時の食事を体験し 気がでる食事を作つ
てみませんか? てみませんか?

ァ ー マ
いざという時役に立つ/ 農繁期の
「災害時の食事」 「元気がでる食事」

対象t也氏 栄地区 ・み ど り 町 毘沙 門 ・長宮地区!

開催場所 コミュニティセンタ一栄
毘沙門 ・長富

コミュニティセンター

開催月臼 7月7日(金) 7月14日(金)

締め切り 7月4日(火) 7月10日(月)

砂時間 9 時30分~13時

砂料金 無 料 で す

砂持参する物 みそ汁(おわんに半分位の量

を汁だけご持参ください)、 健康 手帳

(お持ちの方)、エプロン、筆記用具

砂申し込み先 地区の保健協力員又は、市保

健環 境課 へ電 話で 宮 内線272・268

第21回「私のアイデア貯金箱」コンクールの実施
次代を担う児童の貯蓄への関心を高めるとともに、

造形的な創造力を伸ばす一助として実施します。

夏休みを利用して新しいアイデアあふれる

貯金箱を、紙、木工、粘土等を使用して出品

してください。

応募期間 7 月 20 日(木)~9 月 14 日(木)

応募資格 小学生

くわしくは、五所川原郵便局貯金課 (834-3205)

まで、お寄せください。

善
意
の
お
か
ご

お子さんを結核から守るために、ぜひ予 防

接種(結核予防法第13条により)を受けさせ

ましょう。

砂対象 生後 3 ヵ月 ~4歳未満の乳幼児。

(ただし、今までBCG接種を受けた

乳幼児は除きます。)

砂場所 市保健センター

砂受付時間 12時30分~13時30分まで。

※注意事項 ①予防接種法の改正により、予

診票が変わりますので従来の問診票は

使用できません。予診票は、市保健環

境課、接種会場に用意しであります。

又、今回からツベノレクリン注射の際

も予診票を記入していただきます。

② 熱のある子、他の予防接種を受けて

1ヵ月を経ていないお子さんは接種 で

きません。

③ 母子健康手帳は必ず持ってきてくだ

さい。

④ お子さんの健康状態をよく知ってい

る方がお連れください。

⑤ 受診中のお子さんは、主治医と よく

ご相談の上、おいでください。

⑤ 会場の駐車場が狭いため、駐車がで

きないことも予想されます。市役所前

お祭り広場、市役所一般駐車場もご利

用できます。

⑦ 予防接種について理解し、ただくため

に、出生届時及び乳幼児健診時に配 布

しでありますパンフ レツ卜I(r予防接種

と子どもの健康Jr予防接種の正し い知

識J)をよく読んでからおいでください。

砂地区別日平呈

宮 35-2111 

ー

と
う
も
あ
り
が
と
う
、」

さ
い
ま
す

生也 区 )5IJ 、ソ 反 BCG  

南小学区 7月 12日 7月 14日
七和 ・梅沢地区 (71<) (金)

五小学区
7月 19日 7月21日

(71<) (金)

栄地区 7月 26日 7月 28日
ニ好 ・毘沙門地区 (7l<) (金)

みどり町 8月 16日 8月 18日
飯詰 ・長橋地区 (71<) (金)

松島地区 8月 22日 8月 24日
中川地区 ・松島町 L火〕 (オて)

五所川原市役所

〈訂正とお詫びをいたします〉

先般、毎戸配布しました「ごしょがわら健康ごよ

み」の予防接種ツ反 ・BCGの対象地区に三好地区

がもれていましたことをお詫びいたします。

又、健康ごよみに掲載の受付時間が変更になりま

したのでお間違いのないようにお願いいたします。
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～健康だより～ 
保健環境課内線272' 268 

身も心もさっぱりする 

健 康 相 談室ノ＼どうぞ 
保健婦が相談に応5じています 

ト対象 市内にお住まいの方で、 ご自身又は 

ご家族の健康のことで心配されている 

方 

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康についての話 

ト持参するもの イ建康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 瞬
）
 

 

はなしのテーマと時間 

しき しま

コミュニテ 

イセンター 

7月10日 

（月） 

13 : 00- 
15 : 00 

心に栄養をっけるストレ

ス・コントロール法 

(14 : 30-'15 : 00) 

コミュニテ

イセンター 

長 	橋 

7 月10日 

（月） 

13 : 00- 
14】 30 

脳を活性化する～ど忘れ

が多くなったあなたへ～ 

(14 : 00-14 : 30) 

十集
 
川
会
 
町
所
 

 

7月12日 

（水） 

13 】 30- 
15】 00 

知って得する薬の正しい 

使い方 

(13 】 30-14 : 00) 

富 士 見

コミュニラ二 

イセンター 

7 月14日 

（金） 

10 : 30--- 
12 : 00 

脳を活性化する～ど忘れ

が多くなったあなたへ～ 

(10 : 00-10 : 30) 

前落集会所 
7 月17日 

（月） 

12 : 30-- 
14 】 00 

もう悩まない～膝・腰痛 

にやさしい生活～ 

(12 】 30-13 : 00) 

興隆‘朝日
婦人ホーム 

7 月17日 

（月） 

13 : 00- 
14 : 00 

もう悩まない～膝・腰痛

にやさしい生活～ 

(13 : 40-14 : 00) 

松島会館 
7月19日 

（水） 

10 : 00- 
ii: 30 

心臓病から身を守る知恵 

(11 :10-li: 30) 

豊成公民館 
7 月20日 

（木） 

13 】 00---- 
14 : 00 

脳を活性化する～ど忘れ

が多くなったあなたへ～ 

(13 : 40-14 】 00) 

コミュニテ 

‘センター 

栄 

7月21日 

（金） 

子供の相談 

10 : 00- 
12 : 00 

成人病の 

相談 

13 : 00- 
14 : 00 

個人相談のみ実施 

沖 飯 詰

集 会 所 

7 月21日 

（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

脳を活性化する～ど忘れ

が多くなったあなたへ～ 

(11 : 30-12 : 00) 

小曲農村

婦人の家 

7 月24日 

（月） 

10 : 00- 
12 : 00 

個人相談のみ実施 

五所川原市役所 容35 - 2111 

献血のご案内 

※献血していただいた方に生化学的検査サー 

ビス 

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓

などの内臓機能の働きを調べる血液検査を行

い、後日結果をお知らせします。 

期 日 時 間 場 	 所 

［
ー
  

ー
ノ
 
‘ー
 

n
火
  

10 : 00- 
15 : 00 

目立東部セミコンダクタ
株 式 会 社 敷 地 内 

9 : 30- コミュニテイセンター梅沢前 
ii: 00 （赤＋字奉仕団梅沢分団協賛） 

7月28日 12 : 30- 
（金） 14 : 30 東北電力五所川原営業所 

15 : 00- 大 久 保 製 作 所（株） 
16 : 00 （赤＋字奉仕団長富分団協賛） 

みんなの健康教室 
トとき 7月28日（金） 13H寺から 

トところ 市保健センタ- 3階ホール 

ト講師 中村登喜雄 先生 

（中村整形外科病院） 

トテーマ 老人の大腿骨頭部骨折について 

ト主催 北五医師会・市民保健協議会 

アトピーッ子のための 
講演とディスカッション 

アトピーの子をもつご父母の方のために、 

お互いの悩みを話し合う講演とディスカッシ 

ョンを行います。 どうぞ、お気軽においでく 

ださい。 

トとき 7月17日（月） 9時45分～12時 

トところ 保健センター 

G動く婦人の家） 

ト講演 『ありがとうアトピー性皮膚炎 

～アレルギー時代を生きる親ができる 

心の子一育て一～』 

ト講師 木村淑子保健婦 

トディスカッション（分科会形式） 

（ユ） 私はこうやって過ごしたマタニティ

ライフ （先輩ママの体験から） 

（②） アトピーッ子の地域社会（学校、玄力

稚園、保育園等） との関わり、家族の

接し方 

③ 何を食べさせたらいいの？ 食生活

とスキンクづ’ 

@） 瑞息の子をもつ親の悩み 

トお問い合わせ アトピーの会 木村英子一

客35一 6487 

平成7年7月1日 12 
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身も心もさっぱりする

健康相談室へどうぞ

保健婦が相談に応じています

砂対象 市 内にお住まいの方で、ご自身又は

ご家族の健康のことで心配されている

方

砂内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、

健康についての話

砂持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

開催場 所告書催月 日開催時間 はなしのテー?と時間

しきし
;; 17月10

心に栄養をつけるストレ
コミュニ

日 13: OO~ 

ィセンタ
(月) 15: 0 

。 ス ・コントローノレ法
(14 : 30~15 : 00) 

コミューア 7月10 脳を活性化する~ど忘れ
イセンタ

日 13 ・ OO~

長 T出T心 (月) 14 : 3 
。が多くなったあなたへ~

(14 : OO~ 14 : 30) 

十 JII 町 7月12日 13 : 30~ 
知って得する薬の正しい

集会所 (水) 15 : 0 。使い方
(13 ・ 30~14 : 00) 

富士見
7月14日

脳を活性化する~ど忘れ
コミュニテ

10 : 30~ 

ィセンター
(金) 12: 00 

が多くなったあなたへ~
(10 : 00~10 ・ 30)

吉t議集会所
7月17日 12 : 30~ 

もう悩まない~膝 ・腰痛

(月) 14 : 00 
にやさしい生活~

(12 : 30~ 13 : 00) 

興隆・車iJlIJ 7月17日 13 : OO~ 
もう悩まない~膝・腰痛

婦人ホーム (月) 14 : 00 
にやさしい生活~

(13 : 40~ 14 : 00) 

松島会館
7月19日 10 : OO~ 心臓病から身を守る知恵

(水) 11 : 30 (11 : 1O~ 11 : 30) 

長E成公民館
7月20日 13 : OO~ 

脳を活性化する~ど忘れ

(木) 14 : 00 
が多くなったあなたへ~

(13 : 40~ 14 : 00) 

子供の相談
10 : OO~ 

コミ、ュニアー
7月21日

12 : 00 
ィセンター

(金)
成人病の 個人相談のみ実施

栄 相談
13 : OO~ 

14 : 00 

沖飯 3古 7月21日 10: 30~ 
脳を活性化する~ど忘れ

集会所 (金) 12 : 00 カ
2多くなったあなたへ~

(11 : 30~12 : 00) 

ノi、幽袋村 7月24日 10: OO~ 
婦人の家 (月) 12 : 00 個

人相談のみ実施

五所川原市役所宮35-2111 

献血のご案内
※献血していただいた方に生化学的検査サー

ビス、

献血をしてくださ った方には、肝臓・腎臓

などの内臓機能の働きを調べる血液検査を行

い、後日結果をお知らせします。

期 日 時間 場ー 所

7月11日 10 : 00"-' 日立東部セミコンダクタ

(火) 15 : 00 株式会社敷 地 内

9 : 30"-' コミュニアイセンター梅沢前

11 : 00 (赤十字奉仕団梅沢分団協賛)

7月28fI 12 : 30"-' 
東北電力五所川原営業所

(金) 14: 30 

15 : 00"-' 大 久 保 製 作 所(株)

16: 00 (赤十字奉仕団長富分団協賛)

みんなの健康教室
惨とき 7月 28日(金) 13日寺から

惨ところ 市保健センター 3階ホーノレ

惨講師 中村登喜雄先生

(中村整形外科病院)

砂テーマ 老人の大腿骨頭部骨折につ い て

砂主催 北玉医師会 ・市民 保健 協議会

アトピーッ子のための
講演とデ、イスカッション

アトピーの子をもっご父母の方のために、

お 互 い の 悩 み を 話 し 合 う 講 演 と デ ィスカッシ

ヨンを行います。どうぞ、お気軽においでく

アご、さレ、0

....とき 7月 17日(月) 9 時45分~12日寺

惨ところ 保健センター

(働く婦人の家)

砂講演 「ありがとうアトピー性皮膚炎

~アレノレギ一時代を生きる親ができる

心の子育て~.Jl

砂講師 木村淑子保健婦

砂ディスカッション (分科会形式)

① 私はこうやって過ごしたマタニティ

ライフ(先輩ママの体験から)

② アトピーッ子の地域社会(学校、幼

稚園、保育園等)との関わり、家族の

接し方

③ 何を食べさせたらいいの ? 食生活

とスキンケア

④ 哨 息 の 子 を も っ 親 の 悩 み

砂お問い合わせ ア トピーの会木村英子

霊宝 35-6487

平成7年 7月1日 12 
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